
《学部消息 》

2年 12月 19日 (水)定例教授会

理学部 4号館 1320号室

議題 {1)人事異動等報告

121 奨学寄附金の受入れについて

(3)物品寄附の受入れについて 1
に)人事委員会報告      ・

15)教務委員会報告

G)東京大学理学部規則「別表」の

一部改正について

椰)企画委員会報告

(81 理学院計画委員会報告

(91 その他

3年 1月 16日 (水 )定例教授会

理学部 4号館 1320号 室

議題 (1)人事異動等報告

(2)奨学寄附金の受入れについて

8)平成 2年度受託研究員の受入れについて

14)人事委員会報告

15)企画委員会報告

16)理学院計画委員会報告

(71 その他

(講師以上 )
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3年 2月 20日 (水)定例教授会

理学部 4号館 1320号 室

議題 {1)人事異動等報告

12)奨学寄附金の受入れについて

(3)物品寄附の受入れについて

14)附属植物園利用規則の一部改正について

15)人事委員会報告

16)教務委員会報告

『
)会計委員会報告

(8)企画委員会報告

(91 理学院計画委員会報告

001 植物園長の選出について

11 素粒子物理国際センター長の選出について

12 中間子科学研究センター長の選出について

u31 遺伝子実験施設長の選出について

ol 人事委員会及び会計委員会委員の

半数改選について
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発令年月日  異動内容

21216  昇  任

備      考

助手より

千葉大学理学部教授ヘ

エ業技術院電子技術総合研究所より

東北大学理学部助教授ヘ

エ業技術院化学技術研究所より
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所 属

素 粒 子

物   理

天 文 研

人   類

(職 員 )

所 属

化   学

事 務 部

植 物 園

天   文

物   理

化   学

事 務 部

官 職

官 職

事 務 官

図 書 掛 長

技   官

事務室主任

事 務 官

技   官

図 書 掛 長

氏

岡 村

イヽ 森

関 口

斎 藤

氏

真 原

高 橋

石 井

本 木

今 村

吉 田

西 田

名

弘 之

文 夫

真 木

成 也

発令年月日

3.1.1

3 1.16

名   発令年月日

節 子   2.12 1
由美子   212.11
栄 -  2.1231
たい子    ″

紀 子  311
和 行   ″

恵 子  31_16

異動内容    備       考

配 置 換  物理助手より

昇  任  物性研究所助教授ヘ

転  任  国立天文台助手ヘ

昇  任  国立遺伝学研究所助教授ヘ

異動内容    備       考

転  任  工業技術院化学技術研究所へ

死  亡

勧奨退職

配 置 換  庶務部留学生課ヘ

採  用

昇  任  教育学部図書運用掛より

研究員期間

平 33.28～
平 3.625

平 2.2.23～
平 4.1 22

所 属  受入れ教官

数 学 科  落合 教授

物理学科  小林助教授

外 国 人 客 員 研 究 員 報 告

国 籍    氏    名   現    職
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理 学 博 士 学 位 授 与 者

平成 2年 11月 26日 付 (6名 )

核子あたり14.5GeVの lH及 び 23 si入
射による核反応からのハドロン生成

高温超伝導体の単結晶作成とその物性

スピン偏極低速電子線回折一最近の理論的発展とその応用

低エネルギー陽子シンクロトロンにおける空間電荷効果

団体ヘリウムの核磁気緩和時間に関する研究一現象論的モデルにもとづくTlお よ

びT2の導出―

マンガンーゲルマニウム系金属間化合物の磁性
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11月 19日 と12月 17日 と 1月 21日 に理学部長と理学部

職員組合 (理職)の定例の学部長交渉が行われた。そ

の主な内容は以下の通りである。

1.理学院計画について

11月 交渉で理職は,理学院計画の進展状況および改

革の要点について質問した。大学院重視,学科目制と

いう大枠は教授会で承認されたが,よ り細かい問題に

ついて,例えば教養学部との関係はどうなるのか,大

講座制になるのか,事務関係はどう変化するのかなど

については現在検討中であり,各教室にアンケートを

依頼しているので,それが上がってきたのちに説明会

をひらく予定である,と 回答した。また法学部での専

修コース設置に伴う,大学院の入学資格の変更に対し

ては理学部は反対の態度を取る,と 回答した。 1月 交

渉で説明会は2月 中旬に職員向けに,2月 下旬に学生

向けにひらく予定である,と 回答した。

2.技術職員問題 について

11月 交渉で理職は,12月 12日 の総会についての運営

方法について尋ねた。学部長は説明会も兼ねてひらく

が,問題になっている事項を議論するだけで決定する

ものではない,と 回答した。12月 交渉では理職は,総

会で上がった意見・要望を取り上げて欲しい。技術部

室を作って欲しい,と 求めた。学部長は意見は取り入

れて行きたい,部屋に関しては各教室との協議が必要

であるから建物小委員会にかけて検討する,と 回答し

た。

3.職員の昇格 。昇給等の待遇改善 について

■月交渉で理職は,東大職員組合と事務局長との交

渉で,庶務部長が今年10月 1日 の掛主任発令 (全学で

10名 ―全員異動なし―,理学部ではゼロ)に関して
,

事務長ヒアリングを基礎に置きなからも, 4月 に強い

要望の出ていた部局に発令したと取れる発言をしてい

たことをあげ,機会あるごとに本部に対し強く要望を

出して欲しい,ま た,今年のヒアリングに対 して,昇

任のためには異動を条件としていないと言明していた

ことから,有資格者が多い理学部での一層の努力を求

める要望書を手渡した。事務長は,有資格者全員を順

位をつけずに提出した。昇格は本部が決定する,ま た

理学部長 と理職の交渉

5月 のポスト要求 (概算要求)の結果も見なければな

らない,と 回答した。理職は,東大は事務職の男女差

別がはなはだしく,掛長は男性 290に 対し女性 7であ

る。特に教室事務関係は男女差別が顕著であるが,こ

のような事態に対する学部長の所見を尋ねた。学部長

はひどすぎると思う,全職員の男女比に近付くように

努力すべきだと思う,大学院重点化にともなう改組時

には,な るべく是正するようにしたい,と 回答した。

12月 交渉で理職は,ヒ アリングの内容について質問

した。事務長は11月 30日 に人事課長と約 1時間に渡っ

て会談し,20数名の昇格をお願いした,こ れにはかな

りの人数の異動の希望も含んでいる,数名の実現を期

待している,と 回答した。理職は,教室主任から「こ

の人を事務主任に」というような推薦があった例があ

るか,と 尋ねた。学部長は,推薦の例があり,そのよ

うな推薦があった方が動きやすいと回答した。

1月 交渉で理職は,他部局で 1月 1日 付けで昇格の

発令があり,工学部では 3級 19号俸の方が昇格したが
,

理学部ではまたしてもゼロであったことから,その理

由を質問し,ま た重ねて理学部の高位号俸者も昇格で

きるように努力して欲しい,と 要望した。事務長は今

回の昇格は年度途中で辞めた人を学内での運用で補充

したものと理解している,ま た11月 のヒアリングで推

薦を出したが,そ の後も折有るごとにお願いをし続け

ている,と 回答した。

4.行 (二)か ら行 (― )へ の振 り替えについて

12月 交渉で理職は,労務 (乙)(用務員)について,

人事院給与局長が「二年がかりで 3級を暫定で運用す

る」とのことだったが,何か調査は来ているか?と 尋

ねた。事務長は, 8月 に調査があり, 3人の推薦を行

ったと答えた。

1月 交渉で理職は,以前から要望している行l~l→行

日の振り替えについて,事務長が12月 の交渉の際に
,

政府予算案が出てきたあとになんらかの回答ができる,

という答えたことを受けて尋ねた。事務長は,気候シ

ステム研究センターと地球惑星物理学科の機構変更に

伴い,行l~lの ポストが行l―lポ ストに変更になったが
,

運用については現在検討中である,と 答えた。理職は,

いままで行日→行日振替は5年間の経過処置のあと実

現されており,以前から推薦していた人はすでに 5年
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以上経っているので,ポ スト変更とは別に努力し,新

しいポストは定員外の職員の定員化に運用して欲しい
,

と要望した。

5.定員外職員の定員化

11月 交渉で理職は,定員外職員の定員化について
,

関係教室からの要望があったか尋ねた。事務長は,あ

ったと回答 し,今後も定員外職員を定員化する努力を

続けると述べた。また 1月 交渉で理職は,気候システ

ム研究センターと地球惑星物理学科の
様
構変更に伴い

,

前から推薦している人の定員化に新たな展開があるの

ではないか,と 尋ねた。事務長は,機構変更と定員化

は別の問題であると理解している。他に非常勤の人も

いるので,全体のことも考えなければいけない。現在

定員化の新しい道を模索している,と答えた。

6.教務職員問題

12月 交渉で理職は,教務職員問題の現状について質

問した。学部長は,高位号俸者の仕事について教室主

任に調査してもらい,検討を進めて助手化を考えてい

る。具体的な名前はここでは出せないが,かなり可能

性は高いと思っている,と 答えた。理職は,1962年 10

月 1日 以降の採用の者と以前の採用の者に助手化の際

に不公平が生じることについて (以前の者が採用時か

ら助手であったとして処遇されるのに対し,以後の者

はそうではない), 同じ職場の中で不公平感を持つこ

とになるので,なんとか改善をお願いしたい,と要請

した。事務長は,こ の問題については我々もたいへん

懸念 している,と 答えた。理職は,こ の問題は明らか

に制度上の欠陥であり,こ れを避けるためにも早い号

俸での助手化を実現する様に努力をお願いする,と 述

べた。

1月 交渉で理職は,総長 =学部長の努力もあって助

手化の道がかなり開けてきたと理解 しているが,こ の

問題は待遇改善の一環であるから,高位号俸者は全員

すみやかに助手化されるように努力して欲しい,と述

べた。学部長は,助手化はあくまで教官人事であるか

ら,業績等によってある程度の時間の差異が生じるこ

とはやむを得ないが,高位号俸者は近いうちに全員助

手化されるよう努力する。少なくとも来年度中に2名

の助手化が行なえるようにしたい,と答えた。理職は,

助手化されたあとの教務職員のポストをどうするつも

りなのか,尋ねた。学部長は,す ぐ埋めることはしな

い。教務職員は解消に向けなければいけないから,よ

く検討 して運用する必要がある,と答えた。
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